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広報なかたね 2025.12 月号　2

　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

小学生・一般の部で野間校区が優勝
第43回中種子町相撲大会

　

第
43
回
中
種
子
町
相
撲
大

会
が
、
10
月
26
日
に
町
営
相

撲
場
で
開
催
さ
れ
、
各
校
区

の
代
表
選
手
に
よ
る
取
組
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
体
戦
は
小
・
中
学
生
の

部
は
３
人
制
、
一
般
の
部
は

５
人
制
で
行
わ
れ
、
小
学
生

の
部
は
野
間
Ａ
、
中
学
生
の

部
は
増
田
、
一
般
の
部
は
野

間
Ａ
が
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き

ま
し
た
。

　

個
人
戦
は
、
一
般
の
部
が

軽
量
級
（
70
㎏
未
満
）、
中
量

級
（
70
㎏
以
上
80
㎏
未
満
）、

重
量
級
（
80
㎏
以
上
）
の
３

階
級
に
別
れ
、
小
学
１
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
の
部
と
選

手
権
の
部
合
わ
せ
て
13
部
門

で
取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
南
界
の
鳥

居
正
洋
さ
ん
、
凜
太
朗
さ
ん

賢
志
朗
さ
ん
が
親
子
３
名
で

出
場
さ
れ
、
親
子
出
場
記
念

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
種
子
島
相
撲
大
会

に
10
回
出
場
し
た
遠
藤
正
啓

さ
ん
、
鳥
居
正
洋
さ
ん
、
折

戸
竜
介
さ
ん
、
林
孝
司
郎
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

団体戦成績 個人戦成績（敬称略）
小学生の部 優　勝 ２　位 ３　位

優勝 野間Ａ 小学１年 岩﨑　達央 （野　間） 永浜　祐真 （岩　岡）

２位 岩岡Ａ 小学２年 蓮子　敦都 （増　田） 横山　水人 （増　田） 松元　海斗 （増　田）

３位 増田Ａ 小学３年 山口　紘輝　（増　田） 日髙　煌汰 （南　界） 福留　琉偉 （野　間）

中学生の部 小学４年 上山　大翔 （野　間） 黒川　朔之真（増　田） 山田　香太 （岩　岡）

優勝 増田 小学５年 日髙　蒼天 （野　間） 日髙　将雅 （野　間） 河野　いろは（野　間）

２位 野間 小学６年 宮園　雄大 （油　久） 石堂　千晶 （野　間） 鎌田　琉唯 （野　間）

一般の部 中学１年 里園　璃央 （油　久） 尾辻　一桜 （野　間） 増田　滉 （増　田）

優勝 野間Ａ 中学２年 遠藤　啓眞 （増　田） 中川　晃希 （油　久） 榎本　海星 （野　間）

２位 野間Ｂ 中学３年 牧瀬　藤丸 （増　田） 園田　真利 （南　界） 南　蓮斗 （南　界）

一般軽量級 小谷　流風 （増　田） 古市　幸優 （南　界） 島　雄大 （南　界）

一般中量級 熊野　斗真 （南　界） 金山　大樹 （増　田） 上浦　雄樹 （南　界）

一般重量級 浦邊　友尋 （油　久） 遠藤　敏浩 （納　官） 日髙　正輝 （油　久）

選 手 権 林　孝太郎 （納　官） 林　孝司郎 （野　間） 吉元　倫 （野　間）



3　広報なかたね 2025.12 月号

　まちの話題　　まちの話題　

農林水産業の発展を祈願
第46回中種子町農林漁業祭

　

11
月
１
日
に
種
子
島
中
央
体

育
館
で
第
46
回
中
種
子
町
農
林

漁
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
リ
ー
ナ
内
に
て
、
式
典
が
行

わ
れ
、
農
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ

た
個
人
、
生
産
団
体
や
町
内
の
児

童
生
徒
が
出
展
し
た
習
字
や
絵

画
の
入
賞
者
へ
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

　

式
典
後
に
、
三
浜
郷
土
芸
能
保

存
会
に
よ
る
大
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
中
種
子
火
縄
銃
保
存
会
の
試

射
と
と
も
に
、
中
央
体
育
館
前
駐

車
場
に
て
即
売
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
肉
や
野
菜
、
果
物
な
ど

の
販
売
や
焼
き
肉
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ

バ
ー
ガ
ー
の
無
料
配
布
、
牛
乳
早

飲
み
や
大
型
農
業
機
械
の
展
示

な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ

ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
抽
選
会
で
は
、

航
空
券
や
草
払
い
機
な
ど
多
数

の
豪
華
景
品
に
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　郷土芸能（三浜郷土芸能保存会）　郷土芸能（三浜郷土芸能保存会）
　式典：農林漁業振興推進決議　式典：農林漁業振興推進決議
　大牟田和典さん（左）　大牟田優美（右）　大牟田和典さん（左）　大牟田優美（右）

大型農業機械の展示大型農業機械の展示

鹿児島県さつま町鹿児島県さつま町

木工教室木工教室

フィッシュバーガー無料配布フィッシュバーガー無料配布

お楽しみ抽選会お楽しみ抽選会

Ａコープ中種子店Ａコープ中種子店

中種子町特産品協会中種子町特産品協会

中種子火縄銃保存会中種子火縄銃保存会

表彰表彰



広報なかたね 2025.12 月号　4

　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

様々な芸術や文化に親しむ　

第 48 回中種子町民文化祭
　

第
48
回
町
民
文
化
祭
が

11
月
２
日
か
ら
４
日
の
３
日

間
、
種
子
島
こ
り
ー
な
で
開

催
さ
れ
、
町
文
化
協
会
加
盟

の
29
団
体
と
一
般
応
募
の
作

品
展
示
や
舞
台
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
延
べ
４
５
０
人

が
来
場
し
、
芸
術
の
秋
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

展
示
発
表
で
は
、
館
内

に
生
け
花
や
写
真
、
習
字
、

俳
句
絵
画
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
な
ど
の
作
品
や
町
内
学

校
の
児
童
生
徒
に
よ
る
作

品
、
約
２
０
０
点
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
に
行
わ
れ
た
舞
台

発
表
で
は
、舞
踊
や
ダ
ン
ス
、

合
唱
や
演
奏
な
ど
が
あ
り
、

各
団
体
の
日
頃
の
練
習
の
成

果
に
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
に
中
種
子
陸
上
競

技
場
に
お
い
て
、
第
４
回
種
子

島BIG 
VISION

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
（
株
）V

i
l
l
a
g
e 

A
I

が
主
催

し
、
サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
の

福
西
崇
史
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

15
名
の
サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表

選
手
が
集
ま
り
ま
し
た
。
午
前

中
は
、
島
内
の
小
中
学
生
を
対

象
に
し
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
行

わ
れ
、
午
後
か
ら
は
、
高
校
生
、

社
会
人
チ
ー
ム
と
エ
キ
シ
ビ

ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
が
あ
り
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

試
合
後
は
、
４
名
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
音
楽
ラ
イ
ブ
も
行

わ
れ
、
雨
の
中
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
選
手
、
ス

ポ
ン
サ
ー
企
業
が
熊
野
海
水
浴

場
で
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
活
動

も
実
施
し
ま
し
た
。

サッカーイベント「種子島 BIG　VISION」　

サッカー元日本代表とのふれあい　音楽ライブも盛り上がり

　フラ　ミノアカ教室　フラ　ミノアカ教室

　中種子中学校吹奏楽部　中種子中学校吹奏楽部

　舞踊　舞踊

　春日流さつき会　春日流さつき会

　エキシビジョンマッチ　エキシビジョンマッチ

福西崇史さん　　ビーチクリーン　福西崇史さん　　ビーチクリーン　

　音楽ライブ　音楽ライブ

　三味線光穗会　三味線光穗会

　芙蓉会　芙蓉会 　アロハジェネスタジオ　アロハジェネスタジオ

　TE MANA TAHITI　TE MANA TAHITI



5　広報なかたね 2025.12 月号

　まちの話題　　まちの話題　

　

10
月
８
日
に
陸
上
競
技
場
で

５
・
６
年
生
を
対
象
に
第
57
回
中

種
子
町
小
学
校
陸
上
記
録
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
０
０
ｍ
や
リ
レ
ー
、
跳
躍
種

目
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た

児
童
は
力
い
っ
ぱ
い
競
技
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
５
年
生
男
子
１
０
０
０

ｍ
走
に
お
い
て
、
野
間
小
学
校
の

進
藤
凱
真
さ
ん
（
畠
田
）
が
従
来

の
記
録
を
２
秒
更
新
し
、
47
年
ぶ

り
に
新
記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。

47 年ぶりに記録更新
第 57 回中種子町小学校陸上記録会

ＳＤＧｓＱＵＥＳＴみらい甲子園ｉｎ万博
ミライデザイン科の生徒が参加

　

10
月
８
日
に
大
阪
関
西
万
博

２
０
２
５
「
サ
ス
テ
ナ
ド
ー
ム
」

に
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
み

ら
い
甲
子
園
ｉ
ｎ
万
博
が
開
催

さ
れ
、
鹿
児
島
県
の
代
表
と
し

て
、
ミ
ラ
イ
デ
ザ
イ
ン
課
の
生

徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
国
22
エ
リ
ア
の
最
優
秀
賞

校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
23
校
が

集
ま
り
、
チ
ー
ム
の
垣
根
を
越

え
て
未
来
を
一
緒
に
考
え
る
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
の
鹿
児
島
大
会
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
「
観
光
と
防

災
を
融
合
さ
せ
た
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
」
の
取
組
を
紹
介

し
、
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
に
陶
染
工
房
美
ほ
う

庵
の
荒
木
美
由
貴
氏
を
講
師
に
迎

え
、
陶
芸
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
３
枚
の
お
皿
を
た
た
ら

作
り
の
技
法
で
作
成
し
、
形
作
り

か
ら
絵
付
け
ま
で
を
体
験
し
ま
し

た
。
今
後
、
乾
燥
、
焼
き
の
工
程

を
経
て
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、「
自
分
で
作
っ
た
お
皿
を
大

事
に
使
い
た
い
」「
完
成
が
楽
し

み
」
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
芸
術
の

秋
に
触
れ
る
い
い
体
験
が
で
き
ま

し
た
。

中種子チャレンジキッズ
第６回「陶芸体験」

　

10
月
19
日
に
野
間
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
第
79
回
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
間
小
学
校
は
熱
中
症
対
策

の
た
め
、
昨
年
度
か
ら
10
月
に

運
動
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

雨
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

前
日
に
６
年
生
の
児
童
と
保
護

者
が
た
く
さ
ん
の
て
る
て
る
坊

主
を
作
り
、
当
日
は
秋
晴
れ
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

リ
レ
ー
や
綱
引
き
、
郷
土
芸

能
の
ア
ッ
チ
ャ
メ
な
ど
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

第 79 回運動会
野間小学校



広報なかたね 2025.12 月号　6

　スポーツ大会の結果　　スポーツ大会の結果　 まちの話題　まちの話題　

　

少
し
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
２
０
２
５

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
東
京
都
で
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
、
移
住
相
談
や
物
販
な

ど
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年

度
で
21
回
目
の
開
催
と
な
る
も
の

の
、
中
種
子
町
と
し
て
ブ
ー
ス
出

展
を
す
る
の
は
今
年
が
初
め
て
の

こ
と
で
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
２
日
間
で
約
３

万
３
０
０
人
が
来
場
す
る
中
、
当

ブ
ー
ス
に
は
25
組
40
名
が
訪
れ
、

移
住
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
し

た
。
来
場
者
の
中
に
は
移
住
を
熱

心
に
検
討
し
て
い
る
方
も
お
り
、

住
ま
い
や
仕
事
、
子
育
て
環
境
な

ど
、
具
体
的
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
相
談
を
通
し

て
、
種
子
島
に
移
住
し
た
い
と
思
っ

て
く
れ
て
い
て
も
、
借
り
る
こ
と

の
出
来
る
住
宅
が
不
足
し
て
い
る

状
況
も
続
い
て
お
り
ま
す
。
空
き

家
に
関
す
る
情
報
な
ど
引
き
続
き

募
集
中
で
す
の
で
、
何
か
ご
存
じ

の
情
報
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご

一
報
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

地域おこし協力隊通信（№ 106）
ふるさと回帰フェア 2025 に参加してきました　大山広太郎

地域おこし協力隊とは、国の制度

で都市から地方へ生活の拠点を移

し、地域で活動を行いながら、任

期終了後の定住・定着を図りつつ、

地域活性化に繋げる取り組みで

す。任期は最長３年間です。

活動の様子や町の情報をInstagram に掲載して

いますので、ぜひご覧ください！

⬇

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

　

10
月
18
日
、
南
界
小
学
校
内
相

撲
場
に
お
い
て
、
南
界
校
区
相
撲

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
生
、
一
般
の
力
士
が

団
体
戦
・
個
人
戦
を
行
い
ま
し
た
。

力
士
た
ち
の
力
の
こ
も
っ
た
取
組

に
、訪
れ
た
観
客
か
ら
「
押
せ
！
」

「
粘
れ
！
」
な
ど
大
き
な
声
援
が

聞
こ
え
ま
し
た
。

　

力
士
た
ち
の
元
気
溢
れ
る
取
組

が
校
区
に
活
気
を
与
え
て
く
れ
た

相
撲
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

元気な力士が盛り上げた！
南界校区相撲大会

第 22 回風立祭　
中種子中学校

　

10
月
31
日
に
、
中
種
子
中
学

校
で
第
22
回
風
立
祭
が
あ
り
作

品
展
示
や
、
舞
台
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
で
は
、
各
学
年
に

よ
る
劇
や
合
唱
、
英
語
俳
句
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
生
徒
た
ち
の

個
性
あ
ふ
れ
る
表
現
に
観
覧
し

て
い
た
保
護
者
か
ら
大
き
な
拍

手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
展
示
の
部
で
は
、
校
舎

内
に
生
徒
が
制
作
し
た
多
数
の
作

品
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。



7　広報なかたね 2025.12 月号

　スポーツ大会の結果　　スポーツ大会の結果　

令
和
７
年
度
種
子
島
地
区
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
歓
大

会
（
秋
季
大
会
）

柔
道
競
技

（
10
月
５
日　

種
子
島
中
央
武
道
館
）

■
団
体
戦

▽
Ａ
ラ
ン
ク　

　

２
位　

双
葉

▽
Ｂ
ラ
ン
ク

　

優
勝　

双
葉
日
髙

　

２
位　

双
葉
鎌
田

▽
Ｃ
ラ
ン
ク

　

優
勝　

双
葉
野
角

　

３
位　

双
葉
上
山

　
　
　
　

双
葉
松
下

■
個
人
戦

▽
幼
児
・
小
学
１
年
生
の
部

　

優
勝　

福
留　

斗
貴
（
旭
町
）

▽
小
学
２
年
生
の
部

　

優
勝　

野
角　

徹
翔
（
中
山
）

　

３
位　

上
山　

楓
和
（
上
方
）

　
　
　
　

蓮
子　

敦
都
（
栄
町
）

▽
小
学
３
年
生
の
部

　

優
勝　

日
髙　

煌
汰
（
伏
之
前
）

　

２
位　

福
留　

琉
偉
（
旭
町
）

　

３
位　

末
𠮷　

晃
史
朗（
伏
之
前
）

▽
小
学
４
年
生
の
部

　

優
勝　

水
堀　

颯
士
（
伏
之
前
）

　

２
位　

鎌
田　

尚
弥
（
伏
之
前
）

　

３
位　

上
山　

大
翔
（
上
方
）

　
　
　
　

日
髙　

夏
花
（
伊
原
）

▽
小
学
５
年
生
の
部

　

２
位　

長
田　

然
（
池
之
平
）

　

３
位　

日
髙　

蒼
天
（
伊
原
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

（
10
月
５
日　

南
種
子
町
健
康
公
園

野
球
場
）

　

３
位　

中
種
子

サ
ッ
カ
ー
競
技

（
10
月
５
日　

南
種
子
町
健
康
公
園　

多
目
的
広
場
）

　

３
位　

中
種
子
Ｊ
Ｆ
Ｃ

第
38
回
女
子
鹿
児
島
県
中
学
校

駅
伝
競
走
大
会

　
　
　
　
（
11
月
6
日　

指
宿
市
）

　

６
位　

中
種
子
中
学
校

▽
３
区　

区
間
賞

　
　
　
　

赤
坂　

心
菜
（
西
之
山
）

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

保険料の納付期限のお知らせ
◎お問い合わせ先　地域福祉課介護保険係☎㉗ 1111 内線 293
　　　　　　　　　町民課高齢者医療係☎㉗ 1111 内線 289

　12 月は下表の保険料の納付期限となっています。

　納付期限を過ぎると督促手数料のほか、延滞金も発生する場合がありますので、期限内の納付をお願

いします。すでに納付期限を過ぎた分についても、お早めの納付をお願いします。

保険料 期別 納付期限

介護保険料
５期 令和７年 12 月 25 日（木）

後期高齢者医療保険料

　

８
月
と
12
月
は
鹿
児
島

県
の
「
県
下
一
斉
国
保
税

滞
納
整
理
強
化
月
間
」
で

す
。
納
期
限
内
に
納
め
て

い
る
世
帯
と
の
公
平
性
を

保
ち
、
納
税
意
識
を
高
め

る
た
め
の
取
組
や
納
税
相

談
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

町
の
取
り
組
み

①
事
前
予
約
に
よ
る
時
間

外
窓
口
を
含
め
た
納
税
相

談
の
実
施

②
滞
納
整
理
を
視
野
に
入

れ
た
財
産
調
査
の
実
施

③
臨
戸
訪
問
に
よ
る
納
付

催
告
お
よ
び
実
態
調
査

※
災
害
、
失
業
、
病
気
な

ど
に
よ
り
収
入
の
激
減
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
国

保
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
お
早
め
に
税
務
課
町
民

税
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

納
期
内
納
付
へ
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

県下一斉国保税滞納整理強化月間について
◎お問い合わせ先　税務課町民税係☎㉗ 1111 内線 203・230



広報なかたね 2025.12 月号　8

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

年末年始の町公共施設休館のお知らせ
◎お問い合わせ先　下表の備考欄に記載しています。お問い合わせは開庁・開館日にお願いします。
　記載内容　○ ･･･ 開庁・開館　× ･･･ 閉庁・閉館　△ ･･･ 条件付き開庁・開館

月日

施設名

12 月 １月

備　　考27 日28 日29 日30 日31 日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日

（土）（日）（月）（火）（水）（木）（金）（土）（日）（月）

役場 × × × × × × × × × ◯
休み中の戸籍の届け出は役場
宿直室で受け付けます
代表　☎㉗ 1111

ごみ

松原山剪定木くず等仮
置き場

◯ ◯ ◯ ◯ △ × × × ◯ ×
20 日から 31 日の午前中まで開場
町民課　☎㉗ 1111 内線 201

中種子清掃センター ◯ × ◯ ◯ × × × × × ◯
中種子清掃センター　☎㉗ 2413

種子島清掃センター　☎㉘ 3310
種子島清掃センター ◯ × ◯ ◯ × × × × × ◯

※可燃ごみは１月１日から1月４日まで収集は行いません。｢可燃ごみ(ゴミステーション)｣には出さないでください。

医療
公立種子島病院 × × ◯ ◯ × × × × × ◯ 公立種子島病院　☎㉖ 1230

種子島産婦人科医院 × × × × × × × × × ◯ 種子島産婦人科医院　☎㉒ 0260

文化

体育

種子島こり－な × × × × × × × ◯ × ◯
種子島こり～な　☎㉗ 3711

３日は二十歳の集いによる開館

中央公民館図書室 ◯ ◯ × × × × × × × ×
社会教育課　☎㉗ 1111 内線 264

（中央公民館図書室）

歴史民俗資料館 ◯ × × × × × × × ◯ × 歴史民俗資料館　☎㉗ 2233

古市家住宅 ◯ × × × × × × × ◯ ◯ 古市家住宅管理棟　☎㉗ 9090

中央公園 ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯ 公共施設管理公社　☎㉗ 3800

町立体育館 ◯ × × × × × △ × ◯ ◯

１月２日（金）午前中営業　
（一般利用できません。）
種子島中央体育館　☎㉔ 2226

中央体育館 ◯ × × × × × △ × ◯ ◯

テニスコート ◯ × × × × × △ × ◯ ◯

中央武道館 ◯ × × × × × △ × ◯ ◯

陸上競技場 ◯ × × × × × △ × ◯ ◯

野球場 ◯ × × × × × △ × ◯ ◯

弓道場 ◯ × × × × × △ × ◯ ◯

トレーニングルーム ◯ × × × × × × × ◯ ◯

ふれあいの里（ロッジ・黒糖伝承館）
× × × × × × × × × × ふれあいの里　☎㉗ 3990

12 月 26 日（金）はロッジのチェックアウト手続きのみ対応（宿泊不可）

温泉保養センター ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯ 温泉保養センター　☎㉗ 9211

自然レクリエーション村 ◯ × × × × × × × × ◯ 自然レクリエーション村　☎㉗ 8785



9　広報なかたね 2025.12 月号

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
は
、
今
年
度

中
に
76
歳
、
78
歳
、
80
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
を

対
象
に
、
口
腔
健
診
（
お
口

元
気
歯
ッ
ピ
ー
健
診
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
期
に
な
り
ま
す
と
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
飲

み
込
み
の
機
能
が
低
下
し
、

窒
息
や
肺
炎
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
こ
の
健
診
は
、
い
つ

ま
で
も
健
康
で
お
い
し
く
食

べ
て
長
生
き
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
歯
周
病
や
義
歯
の

検
査
に
加
え
、
飲
み
込
み
の

機
能
の
診
査
・
指
導
を
行
い
、

口
腔
機
能
の
低
下
を
未
然
に

防
ぐ
と
て
も
有
効
な
健
診
で

す
。

　

対
象
者
に
は
６
月
１
日
以

降
に
到
着
す
る
よ
う
に
受
診

券
（
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
）

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
県
内
の
歯
科
医
療

機
関
へ
受
診
可
能
か
問
い
合

わ
せ
、
予
約
の
上
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方

は
、
受
診
券
の
再
発
行
を
行

い
ま
す
の
で
、
上
記
問
い
合

わ
せ
先
ま
た
は
市
町
村
窓
口

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
健
診
期
間
】

令
和
７
年
６
月
１
日
（
日
）

～
令
和
８
年
１
月
31
日（
土
）

【
健 

診 

料
】
無
料

【
対 

象 

者
】

・
今
年
度
76
歳
の
お
誕
生
日

を
迎
え
る
方
（
昭
和
24
年
４

月
１
日
～
昭
和
25
年
３
月
31

日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
）

・
今
年
度
78
歳
の
お
誕
生
日

を
迎
え
る
方
（
昭
和
22
年
４

月
１
日
～
昭
和
23
年
３
月
31

日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
）

・
今
年
度
80
歳
の
お
誕
生
日

を
迎
え
る
方
（
昭
和
20
年
４

月
１
日
～
昭
和
21
年
３
月
31

日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
）

お口元気歯ッピー健診について
◎お問い合わせ先　鹿児島県後期高齢者医療広域連合業務課保健事業班☎ 099-206-1329
　　　　　　　　　町民課高齢者医療係☎㉗ 1111 内線 289

性別 頭数 月平均 前回平均 前回対比 前年同期対比

中種子

めす牛 72 504,167 518,250 ▲ 14,083 173,191

去　勢 93 623,796 623,370 426 163,443

計 165 571,594 579,366 ▲ 7,772 172,420

市場

全体

めす牛 183 518,251 517,607 644 185,350

去　勢 230 624,083 630,093 ▲ 6,011 170,691

計 413 577,189 580,623 ▲ 3,434 177,652

※単位：円（税抜き価格、速報値）

　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、
10
月

15
日
に
種
子
島
家
畜
市
場
で
あ

り
、
平
均
落
札
額
は
57
万
７
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

 

福
祉
現
場
で
働
く
た
め
に
必
要
な
知

識
や
技
術
な
ど
を
学
ぶ
た
め
の
講
座

で
す
。
介
護
未
経
験
の
方
も
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者

福
祉
職
場
に
就
職
・
復
職
を
希
望
す

る
方
、
一
般
の
方
、
学
生
な
ど

受
講
料　

無
料

日
時

令
和
８
年
１
月
24
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

講
座
内
容

（
１
）
座
学

①
福
祉
の
基
礎
知
識
Ⅰ

②
福
祉
の
基
礎
知
識
Ⅱ

（
２
）
実
技

③
介
護
技
術
の
基
礎
Ⅰ

④
介
護
技
術
の
基
礎
Ⅱ

※
で
き
る
だ
け
①
～
④
を
連
続
し
て

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所

カ
ク
イ
ッ
ク
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

（
鹿
児
島
市
）

申
込
締
切

令
和
８
年
１
月
７
日
（
水
）
必
着

各
講
座
30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
グ
ー

グ
ル
フ
ォ
ー
ム
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

福祉職場就職支援講座のご案内
◎お問い合わせ先　鹿児島県社会福祉協議会　福祉人材・研修センター　☎ 099-258-7888



広報なかたね 2025.12 月号　10

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

　

全
国
の
ご
み
処
理
施
設
で
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
に
よ
る
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
一
度
発

火
す
る
と
施
設
全
体
に
被
害
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

中
種
子
町
で
も
、
燃
え
る
ご
み
（
白
袋
）
へ
の

混
入
が
見
ら
れ
ま
す
。
発
火
の
危
険
が
あ
る
た
め
、

必
ず
燃
え
な
い
ご
み
（
赤
袋
）
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
発
火
の
原
因

１
高
温
や
製
造
不
良
に
よ
り
自
然
発
火
す
る

２
落
下
・
衝
撃
で
内
部
が
破
損
す
る

３
粗
悪
品
（
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
な
し
）
は
特
に
危
険

■
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
使
う
主
な
製
品

携
帯
電
話
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

電
動
工
具
、
ゲ
ー
ム
機
、
電
気
シ
ェ
ー
バ
ー
、
電

子
タ
バ
コ
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
、
コ
ー
ド
レ
ス

掃
除
機
、
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
、
電
動
玩
具
な
ど

■
出
す
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

・
燃
え
る
ご
み
に
は
入
れ
な
い

・「
資
源
ゴ
ミ
・
不
燃
ゴ
ミ
の
日
」
に
出
す

・
取
り
外
せ
る
電
池
は
外
し
て
出
す
と
安
全

※
写
真
は
市
町
内
で
集
ま
っ
た
２
日
分
の
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
で
す
。
皆
さ
ま
の
分
別
が
火
災
防

止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

リチウムイオン電池の分別にご協力を！
◎お問い合わせ先　町民課環境衛生係☎㉗ 1111 内線 201

 

12
月
14
日
（
日
）
中
央
公

民
館
に
お
い
て
、
弁
護
士
に

よ
る
法
律
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
相
続
の
手
続
き
な
ど
、

お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
に
は
事
前
予

約
が
必
要
で
す
の
で
、
左
記

期
限
ま
で
に
役
場
総
務
課
ま

で
、
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
，
お
早
め
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
期　
　

日　
　
　

　

令
和
７
年
12
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
00
分
～

■
場　
　

所　
　
　

　

中
央
公
民
館
小
会
議
室

■
予
約
期
限

　

令
和
７
年
12
月
８
日
（
月
）

  

午
後
５
時
15
分
ま
で

■
予 

約 

先

　

総
務
課
行
政
係　

法律相談所の開設について
◎お問い合わせ先　総務課行政係☎㉗ 1111 内線 211

　

２
０
１
５(

平
成
27)

年
の
国
連

総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
私
た
ち
の
世

界
を
変
革
す
る-

持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」

で
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
を

理
念
と
し
、「
す
べ
て
の
人
々
の
人

権
の
実
現
」
を
目
指
す
こ
と
が
謳
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
に
掲
げ

ら
れ
た
17
の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
か
ら
成
る
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（S

D
G
s
)

は
、
人
権
尊
重
の
考

え
方
が
通
底
し
て
い
ま
す
。S

D
G
s

の

達
成
に
向
け
て
、
現
在
、
様
々
な
取

組
が
世
界
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
ま
で
実
施
さ
れ
た
「
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（MDGs)

」
の
後

継
で
あ
るSDGs

に
お
い
て
、
持
続
的

開
発
の
中
心
的
要
素
と
し
て
人
権
が

位
置
づ
け
ら
れ
た
意
義
は
大
き
い
と

言
え
ま
す
。

人権ってなんだろう　第 48 回「SDGs と人権について」
◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262



11　広報なかたね 2025.12 月号

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

　令和２年 12 月 26 日から選挙管理委員を勤められていた西田

徹嗣さん（西之町）の後任として、鮫島良一さん（上方）が就

任されました。

　任期は令和７年10月１日から令和10年12月25日となります。

中種子町選挙管理委員の決定について
◎お問い合わせ先　中種子町選挙管理委員会☎㉗ 1111 内線 266

令和７年度コミュニティ助成事業で油久校区自治公民館が備品整備
◎お問い合わせ先　総務課消防交通係㉗ 1111 内線 222

　

宝
く
じ
の
収
益
金
で
運
営
さ
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
（
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
）」
を
活
用
し
て
、
油
久
校

区
自
治
公
民
館
が
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

【
油
久
校
区
自
治
公
民
館
】（
助
成
総
額
１
６
０
万
）　

防
災
備
品
用
物
置
、
屋
外
テ
ン
ト
、
テ
ン
ト
三
方
、
折
り
た
た

み
机
、
折
り
た
た
み
椅
子
、
拡
声
器
、
マ
イ
ク
、
発
電
機
、
コ
ー

ド
リ
ー
ル
、
リ
ヤ
カ
ー
、
投
光
器
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ベ
ン
チ

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

必
要
な
備
品
の
整
備
、
安
全
な
地
域
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
な

ど
に
対
し
て
助
成
す
る
事
業
で
す
。

○
助
成
金

３
０
万
円
～
２
０
０
万
円
（
税
込
）

　

　

毎
年
12
月
３
日
か
ら
９
日
ま

で
の
１
週
間
は
「
障
が
い
者
週

間
」
で
す
。

　

国
民
の
間
に
広
く
障
が
い
者

の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
が

い
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に

積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し

合
い
、
理
解
し
合
い
な
が
ら
共

に
生
き
て
い
く
「
共
生
社
会
」

の
実
現
に
向
け
、
一
人
ひ
と
り

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

障がいや障がいのある人に対する関心や理解を深めよう
◎お問い合わせ先　地域福祉課福祉係☎㉗ 1111 内線 281



広報なかたね 2025.12 月号　12

　生涯学習だより　　生涯学習だより　 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

　
　

　

11
月
１
日（
土
）
に
、
令
和
７
年
度

の
農
林
漁
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議

会
は
、
減
塩
の「
ひ
じ
き
ご
は
ん
」、
種

子
島
の
安
納
芋
を
使
用
し
た「
か
ら
い

も
団
子
」
の
無
料
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
大
好
評
で
、
10
分
足
ら
ず
で
配
布

を
終
え
、「
お
い
し
か
っ
た
」「
も
っ
と

食
べ
た
い
」
な
ど
と
い
っ
た
感
想
を
多

く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
、
豊
か
な

感
性
と
知
性
と
経
験
が
１
人
ひ
と
り
の

力
と
な
り
結
集
さ
れ
、「
私
達
の
健
康

は
私
達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

食
を
通
し
た
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
、
全
国
に
協
議
会
組
織
を
持
つ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
ピ
ン
ク
色
の

Ｔ
シ
ャ
ツ
と
エ
プ
ロ
ン
が
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
の
食
生
活
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
で
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
皆
さ
ん
の

近
く
に
い
ま
す
！
食
を
通
し
た
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
気
に
な
る
方
が
い
た

ら
、
気
軽
に
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

食生活改善推進員コーナー

令和８年の「裁判員候補者」または「検察
審査員候補者」に選ばれた皆さんへ
　それぞれの候補者は、選挙権を有する県民の
中からくじで選定されます。選定された候補者
の方へは、11 月中旬頃に「裁判員候補者名簿へ
の記載のお知らせ」または「検察審査員候補者
名簿への記載のお知らせ」が届きます。

　国民が司法に参加する２つの制度です。ぜひ
ご協力ください。
■お問い合わせ先
　裁判員：鹿児島地方裁判所刑事部裁判員係　
☎０９９（２２２）７１５７
　検察審査会：鹿児島検察審査会事務局　　　
☎０９９（８０８）３７１９

 年末のし尿くみ取りは 12 月 15 日（月）から計

画収集のため、事前に申し込みが必要となります

ので、12 月 12 日（金）までにお申し込みください。

　予約申込をいただかないと、年内にくみ取りが

できない場合があります。

　ご不明な点は中種子清掃社までお問い合わせく

ださい。

年末のし尿くみ取りについて
◎お問い合わせ先　有限会社中種子清掃社☎㉗ 0327



13　広報なかたね 2025.12 月号

　生涯学習だより　　生涯学習だより　

日
曜
日
の
ス
ポ
ー
ツ
中
継
五
競
も
チ
ャ
ン
ネ
ル
切
り

替
え
三
分
お
き
に　
　
　
　
　

上
方　

古
市　

克
人

病
む
友
を
案
じ
な
が
ら
も
月
日
過
ぎ
変
わ
ら
ぬ
日
々

に
訃
報
は
届
く　
　
　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

夏
野
菜
色
と
り
ど
り
の
パ
プ
リ
カ
を
ガ
ー
リ
ッ
ク
ソ

テ
ー
に
円
卓
華
や
ぐ　
　
　
　

旭
町　

村
尾　

祥
子

体
力
が
無
い
と
行
け
な
い
大
病
院
採
血
、
検
査
ま
だ

ま
だ
歩
け　
　
　
　
　
　
　
　

旭
町　

白
木　

民
子

妻
の
歳
満
の
傘
寿
ゐ
と
お
し
く
腰
は
屈
め
ど
息こ

の
専

務
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
町　

鈴　

不
器
良

早
々
と
墓
参
済
ま
せ
て
一
人
汲
む
珈
琲
の
香
と
揺
れ

る
コ
ス
モ
ス　
　
　
　
　
　

満
足
山　

三
澤　

祐
子

紫
陽
花
の
葉
の
水
玉
に
そ
れ
ぞ
れ
の
花
色
映
し
雨
上

が
り
た
り　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨　

馬
場　

鉄
丸

老
い
人
に
根
気
良
く
話
せ
し
看
護
師
の
声
高
く
な
り

待
合
い
に
響
く　
　
　
　
　
　

屋
久
島　

備　

洋
子

古
稀
過
ぎ
て
老
い
来
る
前
に
も
う
一
度
と
思
い
出
辿

り
海
辺
の
街
へ　
　
　
　

大
阪　

長
谷
川　

さ
ち
子

立
秋
に
三
百
六
十
度
サ
ウ
ン
ド
は
熊
蝉
た
ち
の
気
高

き
音
声　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋　

喜
代
子

「
さ
よ
う
な
ら
」
を
す
る
か
の
よ
う
に
向
日
葵
は
重

き
頭
を
だ
ら
り
と
垂
ら
す　

上
方　

古
市　

シ
ゲ
子

雨
の
朝
す
っ
く
と
立
て
る
に
ら
の
花
白
き
小
粒
の
し

お
ら
し
き
所
作　
　
　
　
　

上
方　

鎌
田　

と
く
子

『
つ
ま
べ
に　

詠
草
』

『
黄
水
仙
』

名
月
や
帰
り
つ
く
ま
で
背
に
負
う
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

一
穗

畑
々
の
煙
真
直
ぐ
に
秋
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
牟
礼　

光
子

鉦
太
鼓
大
神
微
笑
む
村
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
田　

語
郎

四
階
の
手
す
り
に
バ
ッ
タ
何
用
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
津
市　

郁
子

潮
の
香
と
月
光
ゆ
る
り
千
座
岩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
村　

秀

曼
珠
沙
華
や
棚
田
の
畔
の
つ
づ
ら
折
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

篤
子

か
ぐ
や
姫
今
も
住
ん
で
る
後
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

昇
竜

人
住
ま
ぬ
庭
い
っ
ぱ
い
の
虫
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

茉
莉
花

廃
校
や
月
煌
々
と
二
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　

瓢
作

無
花
果
の
わ
き
い
ず
る
実
の
不
思
議
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
座　

香
澄

こ
お
ろ
ぎ
と
し
ば
し
戯
れ
家
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　

横
町　

山
小
田
雅
子

資
料
館
だ
よ
り
（
５
４
９
号
）

中
種
子
町
の
産
業
の
一
つ

だ
っ
た
大
島
紬

　
「
大
島
紬
（
お
お
し
ま
つ
む

ぎ
）」
は
、
主
に
奄
美
大
島
を

中
心
に
生
産
さ
れ
る
絹
の
先

染
・
手
織
り
の
紬
織
物
で
、
奈

良
時
代
に
は
す
で
に
そ
の
名
が

記
録
に
登
場
し
た
と
も
伝
え
ら

れ
る
、
た
い
へ
ん
古
い
歴
史
を

も
つ
伝
統
産
業
で
す
。
絹
糸
を

泥
染
め
し
て
か
ら
織
り
上
げ
る

独
特
の
技
法
に
よ
っ
て
、
深
み

の
あ
る
黒
や
渋
い
色
合
い
、
緻

密
な
絣
（
か
す
り
）
模
様
が
生

み
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
上
品

な
風
合
い
と
軽
や
か
な
着
心
地

で
、
多
く
の
人
々
に
長
く
愛
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
（
１
９
６
５
～

１
９
７
４
年
頃
）
に
は
、
全
国

的
な
需
要
の
高
ま
り
を
受
け
て

生
産
が
最
盛
期
を
迎
え
、
年
間

で
数
十
万
反
に
も
及
ぶ
大
島
紬

が
作
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま

す
。

　

当
時
は
、
中
種
子
町
で
も
主

婦
を
中
心
と
し
た
女
性
た
ち
が

機
織
り
の
工
程
を
担
い
、
家
庭

内
で
の
内
職
と
し
て
紬
を
織
っ

て
い
ま
し
た
。
仕
組
み
と
し
て

は
、
ま
ず
奄
美
大
島
喜
界
島
な

ど
の
出
身
者
が
経
営
す
る
機
織

り
工
場
で
数
か
月
間
技
術
を
習

得
し
た
の
ち
、
自
宅
に
織
機
を

持
ち
帰
り
、
家
事
の
合
間
に
作

業
を
続
け
る
方
法
や
、
工
場
で

仲
間
と
と
も
に
機
を
織
る
方
法

が
あ
り
ま
し
た
。
中
種
子
町

の
あ
ち
こ
ち
か
ら
機
の
音
が
響

き
、
地
域
の
産
業
を
担
っ
て
い

た
の
は
確
か
で
す
。

　

現
在
で
は
、
手
織
り
に
よ
る

大
島
紬
の
生
産
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
高
い
技
術
と
美

し
い
意
匠
は
、
今
も
日
本
を
代

表
す
る
織
物
と
し
て
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

町
文
化
財
保
護
審
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

住
岡
重
寛

我が家に残る織り機の道具



広報なかたね 2025.12 月号　14

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　☎㉖ 9244

　種子島宇宙センターホームページＱＲ➡

自立支援協議会だより 種子島地区基幹相談支援センター　☎㉘ 3633

く
ま
げ
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
、
地
域

の
中
で
安
心
し
て
働
き
、
暮
ら

し
続
け
る
よ
う
に
支
援
を
行
う

の
が
「
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
就
労
に

関
す
る
相
談
だ
け
で
な
く
、
生

活
面
の
困
り
ご
と
に
も
寄
り
添

い
な
が
ら
、
本
人
の
希
望
に
沿
っ

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
「
仕
事
を
し
た
い
け

ど
自
信
が
な
い
」「
職
場
で
の
人

間
関
係
に
悩
ん
で
い
る
」「
体
調

や
生
活
リ
ズ
ム
が
安
定
し
な
い
」

な
ど
の
相
談
に
支
援
員
が
一
緒

に
考
え
、
必
要
に
応
じ
て
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
事
業
所
、
医
療
機
関

な
ど
各
関
係
機
関
と
連
携
し
て

支
援
し
ま
す
。

　

就
職
を
目
指
す
段
階
か
ら
、
働

き
始
め
た
後
の
定
着
支
援
ま
で
、

継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
の

が
特
徴
で
す
。
職
場
実
習
の
調

整
や
面
談
の
同
行
、
就
職
後
の

職
場
訪
問
・
相
談
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
障
害
手
帳

を
お
持
ち
の
方
、
手
帳
は
な
い

が
障
害
と
認
め
ら
れ
る
方
、
難

病
の
方
な
ど
・
・（
手
帳
が
な
く

て
も
診
断
書
、
主
治
医
の
意
見

書
な
ど
が
あ
れ
ば
良
い
で
す
。）

　

ま
た
、
障
害
者
雇
用
に
取
り

組
む
企
業
へ
の
支
援
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
障
害
特
性
を
深

め
る
説
明
や
、
職
場
環
境
の
整

え
方
、
業
務
の
工
夫
な
ど
に
つ

い
て
助
言
し
、
企
業
と
本
人
の

双
方
が
い
い
関
係
を
築
け
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
が
地
域
の
中

で
自
分
ら
し
く
働
き
、
活
躍
で

き
る
社
会
を
作
る
た
め
に
セ
ン

タ
ー
は
「
橋
渡
し
役
」
と
し
て

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

働
く
こ
と
や
雇
用
に
関
す
る

ご
相
談
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

文
責　

く
ま
げ
障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
兼
就
業
支
援
員　

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田
直
子

　

電
話
：
㉘
３
４
４
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
㉘
３
４
４
７

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
７
号
機
打
上
げ

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

新
型
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機

１
号
機
（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
１
）
は
、
２

０
２
５
年
10
月
26
日
（
日
）
９
時
00

分
15
秒
（
日
時
は
日
本
標
準
時
、
以

下
同
）、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
７
号
機
に

搭
載
さ
れ
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
か
ら
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｈ
Ｔ
Ｖ

‐
Ｘ
１
は
10
月
30
日
に
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
に
到
着
、

油
井
亀
美
也
宇
宙
飛
行
士
が
操
作
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
で
把
持
（
は
じ

＝
握
り
持
つ
こ
と
）
さ
れ
、
同
日
20

時
10
分
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
ド
ッ
キ
ン
グ
し

ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
は
、「
こ
う
の
と
り
」

の
開
発
・
運
用
技
術
を
引
継
ぎ
、
Ｉ

Ｓ
Ｓ
の
運
用
に
不
可
欠
な
物
資
輸

送
を
行
う
と
と
も
に
、
様
々
な
実

証
実
験
を
行
う
技
術
実
証
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
で
得
た
技
術
は
、
国
際

宇
宙
探
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
応
用
が

可
能
と
な
り
、
特
に
ア
ル
テ
ミ
ス
計

画
で
の
国
際
宇
宙
探
査
に
お
い
て
は

月
周
回
有
人
拠
点
「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」

の
物
資
補
給
機
と
し
て
検
討
さ
れ
て

お
り
、
将
来
に
向
け
た
技
術
開
発
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
将
来

は
「
自
動
ド
ッ
キ
ン
グ
方
式
」
を
採

用
し
、
宇
宙
飛
行
士
が
不
在
で
も
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
に
ド
ッ
キ
ン
グ
で
き
る
補

給
機
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
の
活
躍
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
！

宇
宙
科
学
技
術
館
年
末
年
始
休
館
日

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
宇
宙
科
学

技
術
館
は
、
２
０
２
５
年
12
月
28
日

(

日)

か
ら
２
０
２
６
年
１
月
２
日

(

金)

ま
で
休
館
予
定
で
す
。

　
（
記
事
の
内
容
は
10
月
31
日
現
在)

HTV-X1 が ロ ボ ッ ト
アームにより把持さ
れた瞬間
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ご
自
分
の
将
来
で
い
よ
い
よ
と
な
っ
た

ら
、
ど
の
よ
う
な
最
期
を
迎
え
た
い
か
お
考

え
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
で
き
る

だ
け
自
然
な
形
で
最
期
を
迎
え
た
い
、
で
き

る
限
り
の
延
命
治
療
は
し
て
ほ
し
い
、
こ
れ

だ
け
は
し
て
お
き
た
い
、
最
期
は
自
宅
で
、

な
ど
様
々
な
考
え
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
「
人
生
会
議
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
／A

C
P

）」
と
い
っ
て
、
治
療

と
療
養
生
活
に
つ
い
て
本
人
の
意
思
を
主
体

に
、
家
族
や
近
し
い
人
、
医
療
者
と
あ
ら
か

じ
め
話
し
合
う
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
人

生
の
最
終
段
階
で
は
、
約
70
％
の
方
が
自
ら

の
治
療
に
対
す
る
希
望
を
伝
え
ら
れ
な
く
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
思
い
を
周

り
に
話
し
て
お
く
こ
と
は
、
も
し
も
の
判
断

を
迫
ら
れ
た
時
ご
家
族
の
負
担
軽
減
に
繋
が

り
ま
す
。
ど
ん
な
最
期
か
、
と
い
う
よ
り
ど

ん
な
生
き
方
を
し
た
い
か
、「
決
め
る
」
と

い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
繰
り
返
し
話
し

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。A

C
P

は
「
ま
だ
早

い
か
な
？
」
と
思
っ
た
今
が
ち
ょ
う
ど
良
い

タ
イ
ミ
ン
グ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
気
軽
な

き
っ
か
け
か
ら
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

人生会議について

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午後２時～５時

【受付】
　午前８時 30分
～午後４時 00分

小児外科 鹿児島大学派遣医師
５日・19 日

小児科 19 日
13:00 ～ 15:30

内科
藤田 藤田 藤田 藤田 藤田

荒井 荒井 荒井 荒井 荒井

眼科
鹿児島大学眼科
１日・２ 日
15 日・16 日

毎週
鹿児島大学
耳鼻咽喉科 消化器内科

12 日・26 日

耳鼻咽喉科

消化器内科

整形外科
リウマチ科
精神科

物忘れ
ストレスケア外来

17 日

リウマチ科

11 日・18 日

※当番医　７日（日）
※火曜日の整形外科の受診を希望される方は、必ず来院前に電話でお問い合わせをお願いします。
※ 12 月９日（火）・30 日（火）の整形外科は休診
※夜間、休日は外来対応しておりません。休日は当番医の受診をお願いします。

■公立種子島病院の診療情報　
診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午前９時～正午

【受付】
　午前８時 00分
～午前 11 時 00 分

小児外科 （野田） 鹿児島大学派遣医師
５日・19 日

内科

藤田 藤田 藤田 藤田 藤田

荒井 荒井 荒井 荒井 荒井

三宅

眼科
鹿児島大学眼科
１日・２日
15 日・16 日

毎週
鹿児島大学
耳鼻咽喉科 消化器内科

12 日・26 日

耳鼻咽喉科

消化器内科

整形外科
　リウマチ科　

精神科

毎週 物忘れ
ストレスケア外来

（17 日）

リウマチ科

整形医師 11 日・18 日

午前の部

午後の部

公立病院だより 　公立種子島病院☎㉖ 1230　病棟看護師　山下　真子

　　　　　　　　　　　　公立種子島病院ホームページＱＲ➡
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戸 籍 の 窓
令和７年 10 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん

男の子 名前 両親 集落

小川　海
か い と

斗 順二・未来 上　方

迫田　鼎
か な と

人 将彦・ありさ 美　座

女の子

大内田　千
ち さ

紗 朋康・美乃里 栄　町

おくやみ申しあげます

名前 集落 年齢

岩永　良弘 大牟礼 90 歳

𠮷永　光子 旭　町 82 歳

朝熊　榮𠮷 竹屋野 93 歳

柳川　望 屋久津 86 歳

日髙　有一 伏之前 86 歳

身深　保弘 上　方 82 歳

鎌田　武俊 田　島 76 歳

日髙　ミヤ 南界園 92 歳

潮　　惠男 塩　屋 75 歳

田中　俊光 牧　川 64 歳

西田　マサヱ 向　町 98 歳

折戸　リツ子 熊　野 94 歳

小山田　道則 熊　野 90 歳

婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 7,019 人 ( -8) 出生 ３人

男　性 3,411 人 ( -8) 死亡 15 人

女　性 3,608 人 (　0) 転入 20 人

世帯数 4,044 戸 ( -1) 転出 17 人

※（　）は前月との比較（10 月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　10 月中

火　事 0件 うち建物 0件

救　急 36 件 うち急病 26 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 0件 ( 0) １件 ( -1)

死 者 数 0件 ( 0) 0 件 (  0)

負傷者数 0件 ( 0) 0 件 (  0)

※令和７年 10 月、(　)は前年同時期比較

●寄付のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

日髙　末光　(中　田 )　潮　ひとみ　 ( 塩　屋 )

岩永　ヱミ子(大牟礼)  柳川　眞弓   (屋久津)

西田　茂春　(向　町 )　折戸　高德　 ( 熊　野 )

身深　とき子 ( 上　方 ) 小山田　久子 ( 熊　野 )

　　　　　　　　　　　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
時
間
額
「
１
０
２
６
円
」

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
、
令
和
７
年
11
月
１
日
か
ら

時
間
額
「
１
０
２
６
円
」
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
は
、
最

低
賃
金
額
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
特
定
の
産
業
の
労
働
者
と
使
用
者
に
適
用
さ

れ
る
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
は
、
高
い
方
の
最
低

賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
８　

　

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

種
子
島
森
林
組
合
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

　

令
和
７
年
９
月
末
日
か
ら
種
子
島
森
林
組

合
の
事
務
所
を
左
記
の
場
所
へ
移
転
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
一
層
の
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
住
所

西
之
表
市
西
之
表
６
８
６
１
番
地
４

　

⬇
新
住
所

西
之
表
市
西
之
表
８
９
１
３
番
地
３

電
話
：
０
９
９
７
（
２
２
）
１
１
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
９
７
（
２
２
）
１
１
２
４
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お知らせ版（12 月）
◆休日当番医
　①　種子島医療センター（☎ 0570-09-0960）　②　田上診療所（☎ 27-0325）
　③　公立種子島病院（☎ 26-1230）　④　中種子クリニック（☎ 27-3222）

●日曜給油当番
　①　GLOBAL THINK（株）中央給油センター（☎ 24-2255）
　②　種子島石油 (株 )中種子中央給油所（☎ 27-0205）

日 行事 時間 場所

４（木）
にじいろクラス　　　　　　　　　 13:30 ～ 15:00 こども家庭センター

議会定例会　　　　　

７（日）

◆休日当番医③　●給油当番②　　　　　　

第 66 回南日本 10km ロード通信競技大会　　　 西之表市

第 36 回女子長距離走大会　　　　　　　 西之表市

８（月）
よろず支援拠点定期相談会　　　　　　 9:00 ～ 16:00 防災センター２階第２会議室

中央保育所園庭開放日　　　　　　　 10:30～ 12:00 中央保育所

９（火）幼児学級（１～３歳）　　　　　　　 10:00 ～ 11:30 福祉センター

11（木）赤ちゃん教室（１歳未満）　　　　　 10:00 ～ 11:30 福祉センター

12（金）母子手帳交付　          13:30 ～ 15:00 こども家庭センター

13（土）土曜授業　　　　　

14（日）

◆休日当番医①　●給油当番①　　　　

マイナンバーカード時間外開庁日　　　　  8:30 ～ 12:00 町民課

よいらーいきクリーン作戦　　　　　　 8:00 ～ 町体育施設

親子ふれあいスポーツ大会　　　　　　 13:00 ～ 中央体育館

18（木）にじいろ健診　乳児、１歳６ヵ月児、３歳児 13:00 ～ 16:00 保健センター

20（土）

中央公民館図書室おはなし会　　　　　　　　 10:30 ～ 11:00 中央公民館和室

りんくのおおひろば　　　　　　　　　 9:00 ～ 12:00 中央公民館大ホール

チャレンジキッズ「クリスマスイベント」　　　  9:00 ～

21（日）
◆休日当番医①　●給油当番②　　　　
種子島こりーな映画上映　　　　　　 種子島こりーな

22（月）中央保育所園庭開放日　　　　　　　 10:30 ～ 12:00 中央保育所

23（火）幼児学級・赤ちゃん教室合同　　　　　 10:00 ～ 11:30 福祉センター

24（水）

にじいろメンテ    13:30 ～ 16:00 こども家庭センター

高齢者学級どんぐり　　　　 11:30 ～ 13:00 中央公民館小会議室

小・中学校終業式　　　　　　

25（木）母子手帳交付　　　　　 13:30 ～ 15:00 こども家庭センター

28（日）◆休日当番医②　●給油当番※全店営業　　　　　　　　　　

31（水）◆休日当番医①　　　　　　

マイナンバーカード申請・交付の時間外開庁日　毎週（火）　17:15 ～ 19:00 まで
りんくのひろば　平日（月～金）9:00 ～ 17:00（最終入室 16:30）　交流スペースで実施。立ち飲みカフェあります。
こどもの予防接種　※予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・ご予約をお願いします。
こども家庭センター　妊婦体験や沐浴指導などは個別に対応しますので、ご希望の方はこども家庭センター
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ☎（27-1111 内線 254）までお問い合わせください。

休 日
当番医

日 曜
給 油

町ＨＰ

イベント
カレンダー

マイナンバー
カード開庁日

こども家庭
センター
りんく

バス・乗合
タクシー

ＳＮＳ

ＬＩＮＥ
中種子町

Instagram
中種子町地域
おこし協力隊

Facebook
中種子町
企画課

YouTube
種子島なかたね
チャンネル



■
電
話

0997-27-1111（
内
線

259）
■
フ
ァ
ッ
ク
ス
：
0997-27-3634

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

https://town.nakatane.kagoshima.jp/
広

報
な

か
た

ね
12

月
号

　
令

和
７

年
11

月
25

日
発

行
■
発
行
／
鹿
児
島
県
中
種
子
町
役
場

■
編
集
／
企
画
課
広
報
係
　

島の四季彩 クリスマスカクタス
　　　　　　　（サボテン科）

【別名】シャコバサボテン、カニバサボテン、
　　　 デンマークカクタス
【原産地】原種は６種あり、ブラジル
【栽培適地】日当たりよく (夏は半日陰 )、
　　　　　 排水保水の良い場所
【繁殖法】挿し木
　晩秋から冬の鉢花として、店頭に並ぶサボテンの仲
間です。葉のように見える部分は茎です。茎の縁が鋭
いものをシャコバサボテン、円いものをカニバサボテ

ンとも称します。近年の導入品種はデンマークで育種
されたものが多いことから、デンマークカクタスとも
呼ばれています。花芽は、充実した茎に短日条件下で
形成されます。このため自然条件下では、年末年始頃
に開花します。蕾の肥大期の環境変化は落蕾の原因と
なります。原種は樹幹や岩上などに着生しています。
このため、培養土は保水排水のよい水苔や赤玉土など
を使用します。増殖は、生育期間中に先端の数節を切
り取り、数日乾燥後挿し木すれば容易に活着します。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

種子屋久高速船株式会社

公式ＷＥＢサイトで
楽々！スマート予約！
搭乗予定日の前日まで、

（※16：00 まで）　　　
ネット予約が可能です！

公式 WEB サイト
https://www.tykousoku.jp/
　　　　　　ＱＲコード検索➡

公式ｘ
　　　　　　ＱＲコード検索➡

YouTube 配信始めました！
　　　　　　ＱＲコード検索➡

※クレジット決済やコンビニ決済（ファミリー　
　マート他）ができます。
※決済後のキャンセルには所定のキャンセル手数料
　がかかりますのでご了承ください。

西之表営業所　0570-004015 ／ 7 時～ 17 時※
　　　　　　　　※金・土・月は 6時～ 17 時

10回

10ヶ月でじっくり
育てる美肌

その他人気メニュー

最新美容機器による

まつ毛エクステ
まつ毛パーマ
ワックス脱毛

継続コース
100,000円
10ヶ月/10回

初回体験

9,800円

本格シミ・肝斑ケア
専門エステ

南種子町島間7
まつ⽑エクステサロンムム
⼥性専⽤

初回

ご予約はこちらから

お気軽にお問い合わせください

住所　鹿児島県熊毛郡中種子町野間 4287-1
電話　0997-27-1253　担当　中村

公益財団法人種子島農業公社

さ と う き び 収 穫
季 節 作 業 員 募 集
■給与　220,000 円～ 375,000 円
　　　　（時給×８ｈ× 25 日）
●時給＋手当
　オペレーター　 1,875 円
　補助員　　　　 1,300 円
　精脱作業員　　 1,100 円
  運転手（ユニック）　1,500 円
　　　　 （10tダンプ）1,875 円
■作業内容　さとうきび・甘藷収穫作業
　　　　　　その他農作業
■時間　午前８時～午後５時
■期間　９月～５月
■資格
　オペレーター・補助員・精脱作業員
　（普通自動車免許もしくは原付免許）
　10tダンプ（大型自動車免許）
　ユニック（大型自動車免許、小型移
動式クレーン、玉掛け免許）
■勤務地　町内各さとうきび圃場（現
場へは各自で移動）、公社精脱施設
■応募　オペレーター（３人）、補助員
（６人）、精脱作業員（６人）10tダンプ
（１名）、ユニックトラック（３名）


